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資 源は有限なり

岩 崎恢

Hiroki Iwasaki 

思いかけぬ会員の声欄への原稿依頼に遭遇し，さて

何を書こうかと囚惑した挙句， 日常斐として携わって

いる廃棄物に関するものに帰巣する結果となった．

さて，戦中戦後の物資の乏しい時代を体験し，その

後世界的にも類のない高度成長を逐け，身辺にはあら

ゆる物資か氾濫し，大量牛産ー大量消費 使い捨ての

ハターンか大鼠の廃棄物を生み出す結果とパって現わ

れてきた我か国において物資の之しかった時代のこと

は遠い片のはろ苦い想い出と化し，）月時の話題は年寄

りの愚痴とー笑一掃される枇相となっている． このよ

うに人の牛1因活動に伴って発生する廃棄物は4産活動

の（囚発化，生活様式の高度化多様化に倅ってその排出

量は増大し，質も多様化してきている． しかし昭和48

年突如としておこった第一沙次オイルショックと附和53

年の第＾次オイルショノクを契機として111・昇的にエネ

ルキー危機か叫ばれるようにパり‘賢源は有限なり”

との認識か高まってきた。

lj店系廃棄物処刑施設についても，資源化，資源回

収及び再利用化か仝国的に盾要祝されるようにバり，

部市こ｀み焼却施設においてもこみの熱工不ルキー利用

に代表されるこみ発屯施設は現在約70余栴設てその総

発屯出力は20余Jikwに辻し，これからも史に令国的に

普及するものと息われる．

又，下水遁の普及に伴＇）て増加する下水道処理／ぢ尼

及ひし尿処押ド］泥の処罪において，古泥は屯油助燃エ

ネルキーを使って，単独焼却処f用されている．

しかし，都市こみ処四ど卜水又はし尿処刑とを有機的

に紐合することによって，都市こみ処庁の余剰熱エネ

）レギーを利用して， これらの凡尼を乾燥後，都市こみ

と混焼して仝体としてエネ）レキーの節戚を図ろうと 9L

る検討や技術閲発が行われ，すでに実用施設もいく
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ー）か稼動されており，今後ますます普及されるものと

巴われる．

つきに廃棄物から有姿の有価物（鉄，アルミ，色刷

カレソト，生ヒン， 古紙，プラスチノク等）を団収す

する査源化の実施状況は昭和55年に行われた廃棄物資

源化研究会「仝国自治体におけるごみの資源化の実施

状況及ひ流通に関する調査報侶書」によると全国の市

以卜．の都市の51％か実施しており，［］冶体の資源化へ

の取り糾み時期は昭和48什の第一次オイルショ yクを

機に増えはじめ昭和53年の第二次オイルシヨノクから

一気に増加していると報告されている．

このように廃棄物のもつ熱エネルギーの利用は廃棄

物からの宜価物を回収する資源化と共に時代の趨勢と

して史に普及するものと思われる．

しかし廃棄物のもつ熱エネルギーの利用については

今後の普及に対して開只要因ははとんどなく着実に促

進されるものと考えられるか，廃棄物からの有価物を

担l収する資源化については，経済情勢，回収有価物の

価格の変動，流通システムの確立等，外乱涅因かあり

有限である資椋を守るという本質かうすらきはしパい

かと危具されるところである．

産業界においても一時期石油燃料依存から代替燃料

への転換か盛んに行われたか OPECによる原油価格の

変動嗚の経済情勢の変化によってその速度は大きく影

孵されている． 又，古鉄，古紙の回収についてもド］高

トル安の影轡から回収付価材の価格か｛直ドりし，回収

率か低卜するなどの影憫か出ている．このような状態

の中にあって，資隙は有限なりの原点に帰って資源を

守るための良薬はないものであろうか？
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